
 

CHECK!

「0哩標識」から伸びるレールはリバーシ

ブルの双頭レール。 

磨耗したら裏返して使うことを想定してい

ましたが、腐食し使えなかったとか。

検索するキーワードを入力  検 索  

HOME > 港区探訪 > 社会科見学リレー 第2回 運輸の歴史・仕組みを知ろう

 

見見見見てててて、、、、触触触触ってってってって、、、、体体体体験験験験できるできるできるできる港港港港区内区内区内区内のののの施設施設施設施設をををを訪問訪問訪問訪問！！！！  
身近身近身近身近なもののなもののなもののなものの成成成成りりりり立立立立ちやちやちやちや歴歴歴歴史史史史、、、、そしてそしてそしてそして未未未未来来来来のののの姿姿姿姿をををを知知知知ることでることでることでることで知的好奇心知的好奇心知的好奇心知的好奇心もももも満満満満たされますたされますたされますたされます。。。。 
夏休夏休夏休夏休みやみやみやみや休日休日休日休日はははは家族家族家族家族やややや友人友人友人友人とととと「「「「社社社社会会会会科見科見科見科見学学学学」」」」をををを楽楽楽楽しんでみてはいかがですかしんでみてはいかがですかしんでみてはいかがですかしんでみてはいかがですか？？？？

日本初日本初日本初日本初のののの鉄鉄鉄鉄道道道道ターミナルターミナルターミナルターミナルでででで近代化近代化近代化近代化のあゆみをのあゆみをのあゆみをのあゆみを知知知知るるるる 

旧旧旧旧新橋停車場新橋停車場新橋停車場新橋停車場 鉄鉄鉄鉄道道道道歴歴歴歴史展示室史展示室史展示室史展示室

文明開化文明開化文明開化文明開化のののの象象象象徴徴徴徴だっただっただっただった鉄鉄鉄鉄道開業道開業道開業道開業からのからのからのからの歴歴歴歴史史史史をたどるをたどるをたどるをたどる

ビルが立ち並ぶ汐留の一角にあるレトロモダンな建物。 
日本初の鉄道ターミナル新橋停車場の駅舎の外観を再現した『旧新橋停車場 鉄道
歴史展示室』です。

1872年（明治5年）、新橋－横浜間に日本で初めての鉄道が開業。新橋停車場は旅
客と貨物を扱う駅でした。 
1914年（大正3年）に東京駅が新設されると、現在の新橋駅の場所にあった烏森駅が
新橋駅となり、旅客ターミナルの機能はそちらに移ります。 
新橋停車場は汐留駅と改称し、貨物専用駅となりました。 
1923年（大正12年）の関東大震災で駅舎は焼失し、昭和に入ると残っていたプラット
ホームなども解体されます。 
しかし、1991年（平成3年）からの再開発工事に伴う発掘調査で、駅舎やホームなど、
当時の遺構が発掘され、2003年に展示室として開館しました。

 



 

CHECK!

駅でお茶を売るために使われていた汽車

土瓶。駅名の入った土瓶もあり、作りもし

っかりしていますが、使い捨てだったそ

う。

 

8/7（火）～11/25（日）まで企画展「百年前の修学旅行－ハ
イカラさんと東京駅の時代」を開催。

港区東新橋1-5-3  
TEL. 03（3572）1872  
JR、東京メトロ、都営線新橋駅より徒歩5分

 

開館時間：11:00～18:00  
（入館は閉館の15分前まで） 
休館日：月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）、 

年末年始、展示替え期間中 
入館料：無料 
※30人以上の団体は、事前にご連絡ください。 

http://www.ejrcf.or.jp/shinbashi/index.html

当当当当時時時時のののの遺構遺構遺構遺構やややや資料資料資料資料にににに文明開化文明開化文明開化文明開化のののの時時時時をををを思思思思うううう

まずは特徴的な建物から。 
新橋停車場の駅舎は、アメリカ人建築家R・P・ブリジェンスによる設計。 
木骨石張り（木材の骨組に石材を張り壁面とする）の建物は珍しく、遠方から歩いて
見に来る人もいたとか。 
建物には、開拓時代のアメリカの大農場を思わせるトウモロコシや煙草の葉などの
デザインが随所に施されています。

建物の左側へまわると、駅のプラットホームが出現。約150mあったホームの石積み
の一部が再現されています。 
その横にはホームの遺構も残っています。また、鉄道の起点となる「0哩（ゼロマイル）
標識」と呼ばれる測量基点も当時とほぼ同じ位置に再現されています。

1階の常設展には発掘調査の写真や往時の構内平面図などが展示されています。 
注目なのは一部がガラス張りになった床。床をのぞきこむと、開業当時の駅舎の遺
構を間近に見ることができます。 
他にも外国人技師が使っていた陶磁器や改札挟（ばさみ）、汽車土瓶などの展示もあ
り、近代化の様相が見てとれます。 
2階では映像で見る鉄道開業の歴史のほか、年3回、企画展を開催。 
現在の汐留の姿になるまでの変遷を改めて知る機会となるでしょう。

◆◆◆◆Information

 

生活生活生活生活にににに密密密密着着着着したしたしたした物流物流物流物流のののの歴歴歴歴史史史史やややや仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを体体体体験験験験しながらしながらしながらしながら学学学学ぶぶぶぶ 

物流博物館物流博物館物流博物館物流博物館

物流物流物流物流をををを知知知知るためにるためにるためにるために作作作作られたられたられたられた国内国内国内国内唯一唯一唯一唯一のののの博物館博物館博物館博物館

日本で唯一、物流の仕組みや歴史に関する展示を集めた『物流博物館』。 
物流は生活や産業に必要なモノを、効率よく社会に行き渡らせる役割を果たしていま
す。 
物流博物館は、物流の歴史を紹介する展示室（1階）、現代の物流に関する展示や体
験コーナー（地下1階）、映像展示室と図書コーナー（2階）で構成されています。



 

CHECK!

江戸時代の飛脚問屋の宰領（さいりょう:

荷物を運ぶ際の輸送責任者）が着ていた

衣装。走る飛脚と異なり、宰領は馬に乗

るなどして運びました。

 

CHECK!

昔の人たちが使っていた運ぶ道具を実際

に体験してみましょう。 

昔の人の知恵や工夫が体験を通してわ

かります。

 

港区高輪4-7-15  
TEL. 03（3280）1616  

 

開館時間：10:00～17:00（入館は16:30まで） 
休館日：月曜日および毎月第4火曜日 

（祝日の場合は開館、翌日休館)、 
祝日の翌日、年末年始 

入館料：大人200円（高校生以上）、  
65歳以上の方100円、中学生以下無料 

※団体（20名以上）半額、学校等の授業の一環として利用する

 

原始原始原始原始・・・・古代古代古代古代からからからから現代現代現代現代までまでまでまで、、、、物流物流物流物流のことならのことならのことならのことなら何何何何でもわかるでもわかるでもわかるでもわかる

まずは1階、物流の歴史から。時代によって変化してきた物流の仕組みを、さまざま
な展示物から知ることができます。 
全国的に物を運ぶ仕組みができたのは奈良時代で、平城京へ情報や物資を送るた
めの道路、いわゆる七道が作られたことが始まりです。 
鎌倉時代には舟による遠距離流通も発達。 
江戸時代にはさらに道や河川が整備され、宿場や飛脚問屋が栄えました。  
当時の道具や、飛脚の広告などの資料から、その様子がうかがえます。 
明治以降は、鉄道による貨物輸送など近代化が進みます。 
展示されている停車場や問屋場などの模型も必見。当時の働く人々の様子がリアル
に再現されています。

地下1階では、現在の物流産業の様子をあらわしたジオラマに注目。トラックや鉄道、
コンテナ船、ジャンボフレーター（貨物専用機）など、実際の150分の1サイズのジオラ
マで物流ターミナルの一日を観察してみましょう。 
また、ゲームやクイズで物流の仕組みを学んだり、運送会社の制服を実際に着てみ
たり、約100本ある古い映画や資料映像などから物流の歴史や現在の姿を知ったり
と、さまざまな角度から物流に触れられます。

2階では、天秤棒や米俵かつぎ、頭上運搬など、昔の運ぶ体験ができるほか、ふろし
きの便利な使い方なども展示されています。 
夏休みは、生活を支える物流の仕組みを学んでみてはいかがでしょうか。

◆◆◆◆Information



JR、京浜急行品川駅より徒歩7分、 
都営線高輪台駅より徒歩7分

場合は無料（要申請）。 

http://www.lmuse.or.jp/

取材協力：旧新橋停車場 鉄道歴史展示室、物流博物館

「物流博物館」は自分のペースで展示を見て回るのも楽しいですが、 
展示解説（少人数グループおよび団体、要事前連絡）がおすすめ！ 
学芸員さんからさらにくわしい物流の歴史や面白い裏話などが教えてもらえます。

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp

このホームページはKissポート財団の公式ホームページです。このホームページのすべての権利は当財団に帰属します。 

当財団の許可なく複製、転載は出来ません。


